
（1）　令和６年１１月５日	 新地町社協だより

令和６年１１月５日発行（第７２号）
社会福祉法人　新地町社会福祉協議会

新地町社協だより

まごころまごころ 〒979-2702　相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田40-1
☎（0244）62-4213／■（0244）63-2285FAX

地域支え合い講演会地域支え合い講演会（生活支援体制整備事業）

東京電力廃炉資料館見学（ボランティア連絡協議会）

　８月３０日、笑いヨガくらぶ代表の蛭田登子氏による「笑いと食で認知症予防！」と
題した講演会を開催し、９０名が参加しました。
　皆で笑って体を動かすことの大切さや、認知症予防に必要な栄養素を摂ることが効
果的であると学びました。

　９月９日、新地町ボランティア連絡協議会は、富岡町の東京電力廃炉資料館を訪問し、
視察研修を行いました。
　会員２４名が参加し、東日本大震災直後からこれまでの経過や廃炉に向けた現在の
取り組み状況について学びました。

「ハッハッ、ホホホ」の
「ハッハッ、ホホホ」のリズムで手拍子リズムで手拍子 体の栄養は食」体の栄養は食」

「心の栄養は笑い、「心の栄養は笑い、
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　各世帯より一口1,000円の一般会費のほか、下記の個人及　各世帯より一口1,000円の一般会費のほか、下記の個人及
び企業より特別会費、法人会費のご協力をいただきました。び企業より特別会費、法人会費のご協力をいただきました。
　会費は、町内のボランティア団体・障がい者団体・老人　会費は、町内のボランティア団体・障がい者団体・老人
クラブ連合会への助成等の地域福祉事業に充てられ、福祉クラブ連合会への助成等の地域福祉事業に充てられ、福祉
の向上のために活用されます。の向上のために活用されます。

令和６年度 令和６年度 社会福祉協議会会費への社会福祉協議会会費への
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

一般会費 	 2,233,000 円
特別会費 	 285,000 円
法人会費 	 710,000 円
　合計 	 3,228,000 円
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　この度、スポーツやポロシャツなどの製品で知られるラルフフローレン社様より、東日本大震災の
被災地・被災者支援として、福島県社会福祉協議会を通じてタオルの寄贈がありました。
　いただいたタオルは、生活支援相談員が訪問している２８６世帯へ順次お配りします。

行政区 地　区　名 金額（円）

１ 沢口、鉄炮町、大山田 40,500

２ 中里、明地 75,000

３ 作田、木崎 75,000

４ 上真弓、下真弓 38,000

５ 岡 109,500

６ 杉目 54,500

７ 新地町、中島 165,500

８ 小川 110,000

９ 雁小屋 42,500

１０ 大戸浜 37,500

１１ 今泉 24,500

１２ 菅谷、高田 76,000

１３ 駒ヶ嶺町、新町、上ノ町、城内 90,000

１４ 渋民、藤崎、今神、深町 100,000

１５ 富倉、原相善 100,000

新地町赤十字奉仕団 50,000

合　計 1,188,500

社費はこのように活用されています！社費はこのように活用されています！

災害救護活動災害救護活動
　自然災害や事故が発生した　自然災害や事故が発生した
時直ちに救護班を派遣し、医療時直ちに救護班を派遣し、医療
支援を行うとともに、毛布等の支援を行うとともに、毛布等の
救援物資を届けます。救援物資を届けます。

救急法などの講習救急法などの講習
　ＡＥＤの使用方法、ケガの処置　ＡＥＤの使用方法、ケガの処置
方法、介護技術など生命と健康方法、介護技術など生命と健康
を守る講習会を開催しています。を守る講習会を開催しています。

赤十字ボランティア赤十字ボランティア
　赤十字活動は、ボランティア　赤十字活動は、ボランティア
の方々に支えられています。の方々に支えられています。
　各地区の赤十字奉仕団が地域　各地区の赤十字奉仕団が地域
の福祉活動に貢献しています。の福祉活動に貢献しています。

国際活動国際活動
　世界中の災害や紛争、病気な　世界中の災害や紛争、病気な
どに苦しむ人々を救うため、緊どに苦しむ人々を救うため、緊
急時の救援や復興支援、予防活急時の救援や復興支援、予防活
動に取り組みます。動に取り組みます。

令和６年度 赤十字社員増強運動のご協力ありがとうございました！令和６年度 赤十字社員増強運動のご協力ありがとうございました！

【被災地住民支え合い活動助成事業】のご案内【被災地住民支え合い活動助成事業】のご案内
　東日本大震災により、被災された地区の住民同士で行う季節行事やサロン活動の事業に対して、　東日本大震災により、被災された地区の住民同士で行う季節行事やサロン活動の事業に対して、
助成を行っています（上限１０万円）。助成を行っています（上限１０万円）。申込み期限は令和６年申込み期限は令和６年１１１１月月２９２９日日です。です。

※詳細は「福島県共同募金会」ホームページでご確認ください。※詳細は「福島県共同募金会」ホームページでご確認ください。

ラルフローレン社　被災地へタオルの寄贈ラルフローレン社　被災地へタオルの寄贈
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　福島県点字図書館長の金子久雄氏を講師に招
き、「視覚障がいに関する基礎知識」について研
修を行いました。
　眼の構造や、視
覚障がい者への支
援を行う際の注意
点や介助方法につ
いて学びました。

　第７２回福島県身体障がい者福祉大会に参加し
ました。大会では、岬学園かもめパン工房の園長
で歌手でもある岬は
な江氏の講演のあと、
障がい者の自立や交
流促進への功績をた
たえ、阿部光晴さん
( 今泉 ) が自立更生
者として表彰されま
した。

　日赤福島県支部の救急法指導員・横山恵久子氏
を講師に招き、救急法講習会を行いました。
　団員２３名が参加し、ＡＥＤの使用方法、心臓
マッサージ、三角巾を使った止血法を学びました。

（令和６年７月～令和６年１０月）

　浜通りの１３市町村１４チームが参加し、囲碁
ボール、スカットボール、ボッチャの３種目で競
いました。新地町から会員１４名が参加し、スカッ
トボール部門で見事３位になりました。

　日本赤十字社福島県支部を訪問し、視察研修を
行いました。団員２０名が参加し、資料展示室や
災害救護資材倉庫の見学を通して、災害発生時の
対応や国内外で行
われている救援活
動への理解を深め
ました。

　７５名が参加し、１６ホールでスコアを競いまし
た。ホールインワンが出るなど大会は盛り上がり
を見せ、会員同士の親睦を深めました。

民生児童委員協議会民生児童委員協議会
「視覚障がい関する基礎学習」「視覚障がい関する基礎学習」

身体障がい者福祉協会身体障がい者福祉協会
「県身体障がい者福祉大会」「県身体障がい者福祉大会」

赤十字奉仕団赤十字奉仕団
「救急法講習会」「救急法講習会」

老人クラブ連合会老人クラブ連合会
「ニュースポーツ交流大会」（いわき市）「ニュースポーツ交流大会」（いわき市）

「日赤福島県支部見学」「日赤福島県支部見学」 「グラウンドゴルフ大会」「グラウンドゴルフ大会」

活動の様子をイッキ見！活動の様子をイッキ見！

【
結
果
】
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地域福祉用具地域福祉用具を貸出していますを貸出しています
　社会福祉協議会では、大鍋セットや臼杵、テ
ント、レクリエーション道具などを無料で貸し
出します。

　障がいのある方やその家族
が日常生活での心配ごとやト
ラブル、法律問題などの相談
に専任相談員が対応します。
　詳しくは下記まで問い合あ
わせください。

　ひきこもり・不登校のご本
人やその家族の相談をお受け
し、必要なサポートに繋がる
お手伝いをします。
　詳しくは下記まで問い合あ
わせください。

　「家族が認知症かも…」「介
護がつらい」など認知症に関
する相談に、認知症の方の介
護経験のある相談員が応じま
す。詳しくは下記までお問い
合わせください。

福祉に関する掲示板福祉に関する掲示板
【障がい者110番】【障がい者110番】 【ひきこもり相談支援センター】【ひきこもり相談支援センター】【認知症ほっと電話相談】【認知症ほっと電話相談】

問合せ　福島県認知症コールセンター
電　話　024-522-1122

問合せ　福島県障がい者社会参加推進センター
電　話　024-563-5129

問合せ　福島県ひきこもり相談支援センター
電　話　024-539-8883

　低所得世帯を対象に、高等学校や高等専門学校、短期大学、大学に就学するために必要な資金を無利子で
貸付します。他制度、他公的制度（日本学生支援機構、福島県奨学資金、母子寡婦福祉資金、日本政策
金融公庫等）を活用できる場合にはそちらが優先になります。

対象経費 貸付上限額 据置期間 償還期間

教
育
支
援
費

教
育
支
援
費

就学に必要な経費
　�授業料、参考書、学用品、
交通費 ( 通学定期代 )、
賃貸アパート家賃など

○高等学校	 月額３５，０００円以内
　（専修学校高等課程含む）
○高等専門学校	 月額６０，０００円以内
○短期大学	 月額６０，０００円以内
　（専門職短期大学及び専修学校専門課程含む）
○大学 (専門職大学含む )
　	 月額６５，０００円以内

卒業後
６カ月以内

据置期間後
２０年以内

就
学
支
度
費

就
学
支
度
費

入学時に一括して支払
う経費
　�入学金、制服、教科書
等の、入学時に学校に
納入する経費

５００,０００円以内

教育支援資金のご案内教育支援資金のご案内

心配ごと相談所心配ごと相談所
　日常生活で抱える困りごとや心配ごとの相談
に応じ、内容に沿って関係機関を紹介します。

　開催日　毎月１日、１０日、２０日
　　　　　（休日にあたる場合は、翌平日）

　時　間　午前９時３０分～午前１１時３０分

　場　所　保健センター

　相談料　無料
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　新地町社会福祉協議会では、新型コロナウイルスの長期化や、物価高騰の
影響により、生活にお困りの方を対象として食料品無料配付を行います。
（赤い羽根共同募金助成事業）

生活にお困りの方への支援事業生活にお困りの方への支援事業

食料品無料配付のお知らせ

注　意　事　項注　意　事　項

★配付数 ４０セット★配付数 ４０セット（1 家族につき 1 セットお渡しします） （1 家族につき 1 セットお渡しします） 

　　日 時　令和６年１１月１７日（日） ９時～１２時日 時　令和６年１１月１７日（日） ９時～１２時
　場 所　新地町保健センター（谷地小屋字樋掛田４０　場 所　新地町保健センター（谷地小屋字樋掛田４０－－１）１）

※�配付する食料品は、レトルト食品、缶詰、調味料等で、地域住民、企業、団体からの※�配付する食料品は、レトルト食品、缶詰、調味料等で、地域住民、企業、団体からの
寄附品も含まれます。また、賞味期限の近いものも含まれます。寄附品も含まれます。また、賞味期限の近いものも含まれます。

※事前予約は行いません。※事前予約は行いません。
　当日来所された順にお渡しし、配付数に達した時点で終了いたします。　当日来所された順にお渡しし、配付数に達した時点で終了いたします。
※アレルギー、介護食、乳幼児食には対応しておりません。※アレルギー、介護食、乳幼児食には対応しておりません。
　�配付後の食料品に関して、本会では一切の責任を負わないものとします。　�配付後の食料品に関して、本会では一切の責任を負わないものとします。
※本会が取得した個人情報は、目的以外には一切使用しません。※本会が取得した個人情報は、目的以外には一切使用しません。

★�この事業は町民を対象とするため、住所が記載された本人確認書（運転免★�この事業は町民を対象とするため、住所が記載された本人確認書（運転免許証、マ許証、マ
イナンバーカード等）を持参ください。イナンバーカード等）を持参ください。

★生活保護世帯の方にはお渡しできません。★生活保護世帯の方にはお渡しできません。

★生活の困りごとに関する相談にも応じます。★生活の困りごとに関する相談にも応じます。

寄附御礼（令和６年７月～令和６年１０月）

○寺島　浩行　様（小川）　
　故 寺島かつ代様のご遺志として

○新井　里香　様（埼玉県北本市）

○医療法人光麗会　様（相馬市）

○福島ヤクルト販売株式会社　様
（南相馬市）

社会福祉事業のため活用させていただきます。

○山遊会　様
　食料品の寄附

○匿名　様
　御遺志金の寄附

○匿名　様
　お米の寄附


